
１ 事業収⽀について

２ ⼭林の所得がある場合

事業収⽀の収⼊⾦額は、所得税の「確定申告書 B」
第⼀表の、収⼊⾦額等の事業、不動産（右表の①）
から転記してください。

また、所得⾦額は所得⾦額の事業、
不動産（右表の②）から転記してください。

【４】事業収⽀の概要【４】事業収⽀の概要

調査票 ８調査票 P８

事業収⽀ 確定申告書 B事業収⽀ 確定申告書 B
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⼭林の所得 申告書（分離課税⽤）⼭林の所得 申告書（分離課税⽤）

⼭林の所得がある場合は、申告書（分離課税⽤）
第三表の、収⼊⾦額の⼭林（右表の③）から転記
してください。

また、所得⾦額（⼭林）は、所得⾦額の⼭林
（右表の④）から転記してください。

①

②

③

④

①

②

③
④



1  経営する事業への投資の状況

2 事業経営のために1年間（決算期間）に借り⼊れた⾦額

この項⽬は、1年間（決算期間）の事業とそのうち農業への投資を把握する項⽬です。
家計のみに使⽤するものの、購⼊については含みません。

それぞれの項⽬について事業に投資した⾦額、またそのうち農業については、⼟地の
農地割合、建物等の使⽤割合、農機具等の稼働割合など、項⽬ごとに適切な割合で
記⼊してください。

調査票 ８調査票 P８

投資（固定資産の購⼊）投資（固定資産の購⼊）
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【５】投資と資⾦調達の状況【５】投資と資⾦調達の状況

資⾦調達（借⼊⾦）資⾦調達（借⼊⾦）

この項⽬は、1年間（決算期間）の事業とそのうち農業への資⾦調達を把握する項⽬です。
家計のみに使⽤する借り⼊れについては含みません。

事業⽤に借り⼊れた⾦額、またそのうち農業に使⽤した分については、農業⽤融資の
⾦額を、事業全体から割り出し、その割合を記⼊してください。

「短期借⼊⾦」とは・・農業経営のために⾦融機関等からの借⼊⾦のうち、返済期限が1年以内の
借⼊⾦を⾔います。
（期末における⾦融機関貸越、家族借⼊も含みます）

「⻑期借⼊⾦」とは・・農業経営のために⾦融機関等からの借⼊⾦のうち、返済期限が1年を
超える借⼊⾦を⾔います。
（期末における⾦融機関貸越、家族借⼊も含みます）
「農業経営基盤強化資⾦（スーパーL）」「経営体育成強化資⾦」
「担い⼿育成農地集積資⾦」「農業改良資⾦」「農業経営負担軽減⽀援⾦」
「農業近代化資⾦」等の制度資⾦のほか、農協や銀⾏からの⻑期融資が
該当します。

＜⻑・短期借⼊⾦とは＞

投資における販売に供するための動物等の扱い投資における販売に供するための動物等の扱い

肥育⽤として購⼊した⽜⾺は、肥育・育成してそれ⾃体を販売する⽬的で
飼育することから資産とならないため、「植物・⽜⾺」に含みません。



１ 建物・構築物の状況

２ ⾃動⾞・農機具の保有状況

【７】 ⼟地⾯積

〇 「１ 建物・建築物の状況」については、⾯積を記⼊してください。
⾯積は延べ⾯積とし、建築⾯積（建坪⾯積であって軒下の⾯積は含めない）に2階以上の床⾯積を
加えたものとします。

〇 「２ ⾃動⾞・農機具の保有状況」は台数を記⼊してください。
トラクターを3⼾で共同所有している場合は、⼾数で割って「0.3台」としてください。
※ 固定資産が多数ある場合は、⻘⾊申告決算書の「減価償却費の計算」ページなどを参考にして
記⼊してください。

減価償却費の計算 （⻘⾊申告決算書）

【6】主要農⽤固定資産の状況【6】主要農⽤固定資産の状況

調査票 ９調査票 P９

主要農業固定資産の状況主要農業固定資産の状況
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⼟地⾯積⼟地⾯積
⼟地⾯積には、不作付地や借⼊している⼟地を含む⾯積（耕作放棄地は除く）を記⼊してください。
なお、所有している⼟地や、借⼊地・貸付地が多数ある場合は、農業委員会に登録した「農地基本台帳」
の記載内容を参考に、⼟地⾯積の状況を記⼊してください。
※ 貸付地は、経営⾯積には含めず「貸付地（耕地）」に記⼊してください。

以前耕作していた⼟地で、過去1年以上作物を作付けせず、この数年の間に再び
作付けする考えのない⼟地を⾔います。

＜耕作放棄地とは＞

※ 乗⽤⾞︓３、５、７ナンバー
トラック（貨物⾞）︓１、４、６ナンバー

（ダンプカーはここに分類します）


